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第１章  

 

はじめに 

 
 近年、個々のパソコン・携帯端末の等の情報通信端末や、通信環境の能力向上が進み、

本来の性能を十分に発揮せずとも通常の処理なら容易に実行することができる。言い換え

ると、能力を十分に発揮しているコンピュータ資源が余剰にある。しかし、一方で遺伝子

解析やデータマイニングのような人工知能の応用などのように、より高い処理能力を必要

とする分野も存在している。この余剰のコンピュータ資源をより高い処理能力を必要をす

る分野に配分することができればより高いコストパフォーマンスが実現できる。こうした

事情を背景に次世代ネットワークとして期待されているのが「グリッドコンピューティン

グ」である。本研究では、グリッドコンピューティングを実現するためのミドルウェアで

ある「SunOneGridEngine」のインストール時に起こる時間的なコストの問題について注

目した。例えば、グリッドをインストールするのに数多くのコンピュータ資源が必要であ

るが、これらにグリッドのミドルウェアをインストールするにはかかる負担が大きい。こ

れを改善するために、CD-Rom から起動する１CD-Linux を用いて Grid の環境を即座に構

築することを目指す。 
 本文の構成を述べる。第２章で GridComputing、第３章で SunOneGridEngine、につい

ての説明する。第４章では、１CD-Linux の作成・改良を行う。第５章では作成した１

CD-Linux に SunOneGridEngine を組み込み Grid を構築する。 
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第２章 

 

Grid 
 

2.1 GridComputing とは 
 グリッド・コンピューティングとは、点在する高性能なコンピュータを LAN や WAN を介し

て結び、CPU や、メモリ、データストレージなどのコンピュータ資源を共有することによって、

ネットワーク上に仮想的なスーパーコンピュータを構築し利用する技術である。利用者はそこか

ら具体的資源を意識することなく、必要な分だけの処理能力や記憶容量を取り出して使うことが

できる。 

 

2.2 Grid の由来 
 グリッドという言葉は、電力伝送網に相当する英単語 PowerGrid に由来する。電力の使

用に際してわれわれは、その電力源がどこの発電所から来ているのかなど考えることなく

日常的に電力を使用して生活している。このような視点からこれからのコンピュータもネ

ットワーク化され大きな網を形成して、それぞれのコンピュータの性質や位置などを考え

る必要のない１つの巨大な計算資源になるとう考えからグリッドグリドコンピューティン

グという概念が形成されたようである。表 2.1 に PowerGrid と GridComputing と対応表

を示す。 
 

表 2.1 PowerGrid と GridComputing と対応表 
 
 
 
 
 
 
 
 
             

送電網

電力

発電機

Grid ComputingPower Grid

送電網

電力

発電機

Grid ComputingPower Grid
ＣＰＵ、ﾒﾓﾘ、ストレージ

計算力、データ

ｺﾝﾋﾟｭｰﾀﾈｯﾄﾜｰｸ
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2.3 GridCompuing の分類 
 前節までで、グリッドコンピュティングの概観について示した。しかし、ながら、グリ

ッドという用語はまだ新しく、明確な定義が共有されているとはいえない。ここで、リソ

ースの使い方に着目した分類と、グリッドによる効果の２つの面から分類を行った(参考文

献[1])。 
  

2.3.1 リソースの利用による分類 

デスクトップ・グリッド(deskGRID)  デスクトップ・グリッドとは、個人向け計算機

(PC)のリソースを結合し、分散処理等に利用する。よく知られている例としては、処理を

おこなっていない遊休状態にある PC に対し、インターネットを通じてタスクの処理を各々

の PC に分散することで高速に計算処理させるというものがある。この代表的な例としては

SETI＠home である。これは、宇宙線などのデータの中に知的生命体が発した情報がある

かどうかを計算させるもので、1999 年の開始から１年で 200 万台の計算機が登録された。

SETI は、The Seaech for Extraterrestrial Intelligence の略称である。また最近では企業

において、組織内の遊休 PC を集めグリッド化し、業務で必要となる処理を高速化しようと

いう動きが活発になっている。NTT データ通信によるセル・コンピューティングも、デス

クトップ・グリッドの一例である。セル・コンピュティングは、一つのアプリケーション

ではなく、企業などの利用者が、独自のアプリケーションをデスクトップ・グリッドで利

用する環境である。 
アクセス・グリッド(accessGRID)  アクセス・グリッドとは、遠隔地の利用者間でデ

ータやアプリケーション、画面の表示などを共有しながら活動を進める環境を提供し、遠

隔地にいる利用者同士が共同作業を行うための仮想空間を作り出す。例として、テレビ会

議システムを用いて双方向に議論をおこないつつ、一つのアプリケーションを全員で共有

し作業をおこないうことがあげられる。 
データ・グリッド(dataGRID)  データグリッドとは、一カ所に格納できない大容量の

データや各地分散したデータをネットワークで共有し、遠隔地からアクセスできるように

する。また、形式の異なる複数のデータベースを仮想的に１つのデータベースにまとまる。

現在、複数のデータベースを統合的に扱うバイオインフォマティクスや、年間数ペタバイ

トのデータを管理する高エネルギー物理の分野において多くのプロジェクトが始まってい

る。 
センサ・グリッド(sensorGRID)  センサ・グリッドは、複数の遠隔地に設置したセン

サをグリッドを利用している例としては、各地域の気象観測や作物の生育状況等を観測し、

解析をおこなう農業グリッドがある。なお、センサグリッドにおける複数データの共有は

データ・グリッドとして捉えることもできる。 

第２章 Grid                                    
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サーバ・グリッド(serverGRID)  サーバ・グリッドは、デスクトップ・グリッドのサ

ーバ版のように考えることができ、フルに利用されてないサーバの資源を共有する。特定

の機能を(具体的には特定のアプリケーションがインストールされた)複数のサーバを共有

し、必要に応じて最適な条件でこれらのサーバを利用できるようにする。 
メタ・コンピューティング(metacomputing) メタ・コンピューティングは、ネットワー

ク上に分散しているスーパコンピュータ(クラスタも含む)を複数台接続して、１台では困難

な大規模計算を実行する。単一プログラムの内部計算を並列処理する使い方と、同じプロ

グラムを異なる複数のパラメータで実行させて、その結果を解析する使い方とに分かれる。

なお、これを実行するには最低でもギガビットクラスの高速ネットワークが必要となる。

プログラミング言語に依存しない並列プロセス間でのメッセージ通信用インターフェイス

である、MPI(Message Passing Interface)などをグリッド用に実装し、利用する場合が

多い。大規模実験の例としては、SC2003 会議内でおこなわれた節足動物の生物学的分類に

関する遺伝子情報解析がある。そのようなグリッド用に拡張された MPI である

PACX-MPI(Parallel Computer extension MPI)を利用し、５大陸 19 サイト、34 計算

機(約 8500CPU)を連携させたという報告もある。 
 

2.3.2 効能による分類 

計算能力の拡大  2001 年ごろまで、グリッド・コンピューティングとは、主にこの計

算能力拡大を科学技術計算のための道具として利用する取り組みのことを指していた。計

算グリッド上での計算利用は、コンピューティンググリッドと言われ、米国 NFS の

TeraGRID プロジェクトのアプリケーションである多数の脳画像の解析のための計算パワ

ー利用や、NASA IPG(InformationPowerGRID)による航空機設計のためのグリッド利用が

これらに相当する。また近年は、バイオインフォマティクスの分野において、大きな計算

能力が必要とされている。生物データでは、計算に１年を要するような問題も存在するが、

例えば計算能力が 1000 倍になると、これがおよそ９時間で解を得ることになり、計算機の

利用方法や研究方法が大きく異なってくることが予想される。最もよく見られる例は、ゲ

ノム解析やドラッグデザインの分野に余剰 CPU を利用するプロジェクトであり、最近では

天然痘感染者に対する治療薬の開発を支援するグリッド・プロジェクト「Smallpox 
Research Grid」などが米 IBM、United Devices、 Accelrys を中心として、大きなプ

ロジェクトとして実働している。GRID.org によると、200 万台の PC をつなげば、

1,100TFLOPS 相当の処理能力が誕生するとされる。 
分散データ処理  グリッド上でのデータの統合は、データ・グリッドと呼ばれ、これ

まで独立に管理、運営されてきたデータを XML 技術等によって標準化、効率的な検索手法、

データベースの自動更新技術により、利用者が利用しやすくする技術のことを指す。XML
は機種に依存せず厳密に定義された規則からなる文書であるため、多くの機種からなる計

第２章 Grid                                    
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算機が、正しく計算をおこない、統一的にデータの変換を可能とする。このことから、デ

ータグリッドや Web サービスにとって非常に重要となる。データ・グリッドは、バイオイ

ンフォティクスにおける遺伝子情報処理、高エネルギー物理学の実験データ処理などの分

野を始まりとして、最近ではビジネスの分野にも広がりを見せている。 
希少な実験装置のグリッドによる遠隔利用  電子顕微鏡や電波望遠鏡、脳磁計などの

観測、測定機器を組織をまたいで、利用するための研究がおこなわれている。国立天文台

などでおこなっているバーチャル望遠鏡のプロジェクトでは、広帯域波長による全天空の

スキャン情報や、個々の観測所での観測結果を分散蓄積し、それらを統合することによっ

て、仮想的な望遠鏡を新たな天体の発見や宇宙の原理の解明といった問題にたいして利用

する試みがおこなわれている。 
技術者・研究者のコラボレーション支援 前述のアクセス・グリッドにみられる大規模

／分散型の遠隔地間ミーティングやあ、研究者同士での実験結果の共有などをおこなう分

野である。最近では、グリッドの計算能力、分散データ処理、装置の遠隔利用などといっ

た上述の利用形態とともに用いられる傾向にある。この代表がスタンフォード大学の Terry 
Winograd によるコラボレーションラボである(http://iwork.stanford.edu を参照)。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

2.4 Globus と SunOneGridEngine 
グリッドはどように実現されているのか？現状では、さまざまなマシンを１度に使おう

とすると、OS の違いからアクセス方法やセキュリティポリシーが異なり、１つ１つの専用

のインターフェースを開発しなければならない。それはとても難しい。せめて各マシンへ

のインターフェースだけでも統一されたものが欲しいと考えるのが自然な発想である。 
 あるセキュリティポリシーが満たされた(保証された)環境から、各マシンへの統一的なイ

ンターフェースを提供するもの、それがグリッドミドルウェアである。「ミドルウェア」と

いう名前から想像できるとおり、グリッドミドルウェアは OS とアプリケーションの間にあ

るものである。その中で、現在もっとも代表的なものが GlobusToolkid(略、GT)と
SunOneGridEngine(略、S1GE)である(参考文献[1])。 

第２章 Grid                                    
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2.4.1 GlobusToolkit の特徴 

GT は、グリッドを構築する際に必要となるセキュリティ（通信の暗号化・認証）や各計

算機の情報収集・管理、データの転送、リモートマシンで上でのプロセスの生成というよ

うな機能を備えている。しかしながら GT をインストールするだけでは、グリッドは実現し

ない。GT が提供しているのは、グリッドを構築するためのパーツに過ぎず、GT をインス

トールしただけで実現できるものは通常の telnetや ssh、FTPでも十分に実現可能である。

実際には GT をインストールした上で、GT の API を使って GT 上で動作するアプリケーシ

ョンを作成することになる。例えば、大量のタスクを分散処理させるためには、GT の情報

取得機能の API を利用してスケジューラ等を作成する必要がある。 

2.4.2 SunOneGridEngine の特徴 

SunOneGridEngine は、基本的にはローカルネットワーク上で構築するということが前

提となる。上述した Globus がもっているような基本的な機能に加え、強力なスケジューラ

や MPI・PVM の並列計算実行環境、マシン障害への自動対応など機能も有している。また、

充実した GUI を備えており、ほぼ全ての操作をコマンドラインだけでなく、GUI ベースのイ

ンターフェースによってもおこなえる。 

2.4.3 GlobusToolkit と SunOneGridEngine の比較 

 GT はグリッドを構築するために必要となるパーツを提供しているだけである。GT 単体

ではグリッドの基盤を提供しているにすぎず、実際に活用するためには、GT の API を利用

したソフトウェアを別途用意しなければならない。一方、S1GE はローカルネットワーク上

に構築するという制限があるものの、S1GE 単体で分散並列処理をおこなうグリッドを実現

することができる。まとめると、以下のようになる。 
○ 目的 
Globus：グリッドの基盤提供、比較的少数のグループ間でのクラスタ等の共有 
S1GE：分散処理をおこなうグリッドの構造、各計算機の細かい管理 
○ 想定している構築環境 
Globus：グローバルな開かれたネットワーク 
S1GE：ローカルなネットワーク 
○ 操作 
Globus：コマンドライン 
S1GE：コマンドラインおよび GUI インターフェース 
○ 長所 
 Globus：高速データ転送(通常の FTP より高速)、認証 
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 S1GE：計算機の細かい管理、柔軟なスケジューラ機能 
○ 短所 
 Globus：分散処理などをさせる際に必要とスケジューラ機能がない 
 S1GE：グローバルなネットワークへの対応 

2.4.4 Globus と SunONEGridEngine を組み合わせた応用事例 

 GT と S1GE を組み合わせた応用事例として、イギリスの Leeds、York、Sheffield の３

つの大学によって構築されている White Rose Grid(http://www.whiterose.ac.uk)このグリ

ッド概要以下の通りである。 
・ 各大学のキャンパスグリッドは S1GEEE で管理、キャンパス間は Globus で接続。 
・ ４つのクラスターグリッドからなる。その内３つは Solaris で、残りの１つは Linux で

構築されている。Univ.Leads(Solaris/Linux)、Sheffield(Solaris)、York(Solaris). 
・ リソースにアクセスするためのポータルを提供 
・ キャンパスグリッドでは S1GEEE と Sun HPC ClusterTools を接続して並列処理を実

現 
また、GT と S1GE の役割は、以下のようになる。 

<GT> キャンパス間のセキュアな通信手段を提供(ジョブの転送、データ転送、リソース情

報の収集)。 
<S1GE> キャンパスグリッド内のコンピュータリソースを管理、ヘテロなグリッドに対す

るシングルインターフェースを提供。 
 以上のように、全体の統合は GT の認証・通信技術を用いておこない、実際に処理をする

部分のスケジューリングや各計算機の細かい管理などは S1GE でおこなわせるという互い

の長所を組み合わせたグリッドを構築している。 
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第３章 

 

SunOneGridEngine５.３ 
～インストール～ 

 

3.1 SunOneGridEngine５.３の概要 
 Sun ONE Grid Engine 5.3 (以下 S1GE) は、サン・マイクロシステムズがオープンソー

スとして提供しているグリッド環境を構築するためのミドルウェアである。  
ユーザは、S1GE で構築されたグリッド環境にジョブを実行依頼し結果を受け取ることが

できる。 また、S1GE では、実行バイナリをそのままジョブとして実行依頼するのではな

く、ユーザが用意したシェル・スクリプトをジョブとして扱うことによって実現してる。 
今回、実験的に FedoraCore4 へのインストールが可能かどうかの検証および、S1GE の仕

組みを理解するために SunOneGridEngine５.３のインストールを行った(参考文献[2])。 
 

3.1.1 SunOneGridEngine５.３のホストの構成 

S1GE は、データ共有用の NFS サーバのほかに、以下の３種類のホストを中心に構成

される。(図 3.1 SunOneGridEngine5.3 の構成参照) 

 
図 3.1 SunOneGridEngine5.3 の構成 
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 キューマスタ(マスターホスト)  グリッド環境を構成するホストを管理し、負荷状況の監視

および負荷の分散をおこうホストである。 全てのユーザは、キューマスターを通じてグリ

ッド環境にアクセスすることになる。 

 実行ホスト  ユーザからの実行を実際に行う(ジョブの実行)ホストであり、一般的には、多数のマ

シンが実行ホストとなる。マスターホストを実行ホストに加えるかどうかを特に考慮すべきである。

S1GE のマニュアルによると、マスターホストが低速である場合や、実行ホストの台数が大きな場合

には、マスターホストを専用にすべきであるとの記述がある。 

 ※ここで、注目すべきは３つの主要ホストをそれぞれのホストで兼用できる点である。後述する１

CD-Grid ではこれをすべて１つのホストに依託する。 

 実行依頼ホスト  ジョブの実行を依頼するホストである。 

 

この他に、キューマスターがダウンした場合のバックアップとしてシャドウ・キューマ

スターを複数設定することも可能(今回は使用しない)。 また、また注目すべきは、これら

主要となる３種類のホストは、1 台で複数の機能を兼ねることも可能となっていて、サブ

ミット・ホストとキューマスター、キューマスターと実行ホストなどを１台のホストに設

定することもできる。後に出てくる１CD-Grid ではこれをすべて１つのホストに依託する。 

 
 SunOneGridEngine のデーモン  S1GE の各ホストは、以下のデーモンで構成される

(表 3.1 SunOneGridEngine5 のデーモン)。これらのデーモンの組み合わせで、S1GE は、

グリッド環境として機能する。 
表 3.1 SunOneGridEngine5 のデーモン 

sge_qmaster 

マスターデーモン 

サブミット・ホストからのジョブを受け取るデーモン 

sge_sched 

スケジューラー・デーモン 

受け取ったジョブを適切な実行ホストに渡すデーモン 

sge_execd 

実行デーモン 

ジョブを実行するデーモン 

sge_commd 

コミュニケーションデーモン 

各ホスト間の通信を制御するデーモン。 サブミットホストを除く、全てのホストで実行されま

す。 

sge_shadowd 

シャドウデーモン 

キューマスターを監視し、一定時間以上応答がない場合 sge_qmaster、sge_sched、

sge_commd を起動します。 

 
キューマスターでは、sge_qmaster, sge_sched, sge_commd が、実行ホストでは、

sge_execd, sge_commd が実行され、それぞれの機能を実現する。（表 3.1 参照）  
サブミットホストでは、デーモンは実行されないが、S1GE の基底となるディレクトリ 
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$SGE_ROOT にアクセス可能であることが条件となる。 
 $SGE_ROOT  S1GE の全バイナリと設定ファイルは、環境変数 $SGE_ROOT で設

定されるディレクトリーに置かれる。$SGE_ROOT は、原則としてグリッド環境を構成す

る全てのホストから同一パスで参照可能でなければならない。$SGE_ROOT を NFS サーバ

上に置いてグリッド環境全てから同一パスにマウントしておくと、S1GE のアップデート

や管理が容易となる。今回のインストール例も、$SGE_ROOT を NFS で共有する方式で実

施する。 
 
 

3.1.2 使用するソフトウェア 

 インストールに必要なソフトウェアは次の二つである。 

 ・オペレーティングシステム(OS) ： FedoraCore4(Redhat 系の Linux) 
 ・SunOneGridEngine5.3 
 

3.1.3 インストール環境 

今回は SunOneGridEngine を構成するための最小のインストール環境を構築した(図 2.3
参照)。後述する１CD-Linux でもこのような構成を目指す。以下に、今回インストールし

た PC のスペックと SunOneGridEngine での役割を示す。 
ホスト名：Ritsuka.Rd 

・CPU:PentiumⅡ300MHz(ﾃﾞｭｱﾙ)、OS:FedoraCore4 
・キューマスタ・実行依頼ホスト 

  今回は、ディレクトリ sgeadmin/gridware 以下を NFS により他のホストからマウント

させ共有している。 

  
ホスト名：Saki.Rd 
  ・CPU:Celelon 466MHz、OS:FedoraCore4 
  ・実行ホスト 

 
ホスト名 ：Saturn.Rd 

     ・CPU: Celelon 466MHz、OS: FedoraCore4 
   ・実行ホスト 
 
 
 

実行依頼ホスト

管理ホスト(ｷｭｰﾏｽﾀ)
実行依頼ホスト

実行依頼ホスト

ジョブ

ホスト名Saki.rd
IP:172.16.0.24

ホスト名Saturn.rd
IP:172.16.0.35

ホスト名Ritsuka.rd
IP:172.16.0.52

図 3.2 SunOneGridEngine の構成
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3.2 SunOneGridEngine のインストール手順 
 

3.2.1 システム要件 

 ・Solaris 2.6 以降のオペレーティングシステム(SPARC/Intel)または RedHat Linux 7.2 

以降のオペレーティングシステム 
 ・最低 20M バイト以上の空きメモリ 

 ・最小 40M バイト以上の空きディスク領域 
 

3.2.2 SunOneGridEngine のダウンロード 

 今回は、SunOneGridEngine5.3Binary を次のサイトからダウンロードしてきた。 
http://gridengine.sunsource.net/project/gridengine/23o701rb.html 

 ダウンロードしたものは次の３つである。 
・ sge-5.3p6-bin-glinux.tar.gz 
・ sge-5.3p6-common.tar.gz 
・ sge-5.3p6-doc.tar.gz 
 

3.2.3 インストールの準備 

・ $SGE_ROOT の設定 
 $SGE_ROOT は、S1GE のバイナリと参照する設定ファイル等が格納されるベース

ディレクトリである。全てのホストから参照できなければならない。今回は、キュー

マスタ上に gridware/sge を作成し、各ホストより NFS で共有した。 
・ 管理ユーザの設定 

 実行ホスト、サブミットホストの登録/削除、S1GE の設定等、S1GE の環境を管理

するユーザで最低 1 つ必要である。 全てのホストに共通のユーザでインストール作業

の前に存在していなければならない。デフォルトのユーザは、sgeadmin、グループは 

adm で作成した。また、デフォルトでは root も管理ユーザとして登録されているが、

通常の管理は、安全のため sgeadmin で行うことにする。 

今回は、デフォルトの sgeadmin を作成した。 
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・ 通信ポートの設定 
 各ホストで動作するデーモン sge_commd が使用する TCP ポートでインストール

前に設定されていなければならない。ポート名は、sge_commd, プロトコルは TCP を

設定する。空いているポートであれば、ポート番号は自由に選択できる。今回は、ド

キュメントの記載通り、536 番ポートとし、/etc/services に以下のエントリを追加し

ておく。 

s sge_commd           536/tcp                                    
・ 実行ホストの決定 

 ジョブを実行するためのユーザです。 全てのホストに共通なユーザでなければなり

ません。 インストール時にはチェックされないので、インストール後に作成し登録す

ることが可能です。 

・ キューマスタのインストール 
 ダウンロードしたファイルを展開すると、install_qmaster というインストールスク

リプトが現れるので実行する。install_qmaster が動作すると、キャラクタベースの対

話形式で実行ホストなどを入力する。このインストール中に選んだ項目を列挙したも

のを表 3.2 に示す。 
表３.２ キューマスタのインストール項目 

$SGE_ROOT /gridware/sge       （デフォルト） 

サービス（デーモン） sge_commd       （デフォルト） 

admin ユーザアカウント sgeadmin       （デフォルト） 

範囲を指定 2000-20100 

(１台のホストで同時に最大１０１個のジョブを実行) 

実行ホスト群 Saki.Rd  Saturn.Rd (使用する実行ホスト) 

 

・ 実行ホストのインストール 
 インストール中はすべての実行ホストは管理ホストである必要がある。このインス

トール手順で管理ホストのリストに追加したすべてのホストをインストールすること

ができる。 

 管理ホストは次のコマンドで確認できる。 

 ＄qconf  -sh                                  

管理ホストの新規追加は次のコマンドで行うことができる。 

 ＄qconf  -ah                                  

 実行ホストに S1GE をインストールするために、キューマスタと同じパスに

＄SGE_ROOT を NSF マウントしておく。その後、実行ホストにログインし

＄SGE_ROOT に移動し実行ホスト用のインストールスクリプト install_execd をオプ
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ション –x をつけて実行する。 

 

 

3.2.4 S1GE の設定とサンプルスクリプトの実行 

 S1GE ではユーザが グリッド環境にアクセスするためのインターフェースとして、

GUI(Graphical User Interface)と CLI(Command lineInterface) がある。 どちらを使用し

ても同等の操作を行うことができる。ここでは、GUI ツールの qmon を使用して S1GE を

設定し、サンプルジョブスクリプト simple.sh (以下の図３.３ コード参照）を実行してみ

る。 
#!/bin/sh 

# 

# print date and time 

date 

 

# Sleep for 20 seconds 

sleep 20 

 

# print date and time again 

date 

図３.３ サンプルジョブスクリプト simple.sh 

 

 

 

 

 

1. S1GE の設定 

ま ず 、 キ ュ ー マ ス タ ー (qmaster) に sgeadmin で ロ グ イ ン す る 。

＄SGE_ROOT/default/common に移動し、ここにある環境設定用のスクリプ

ト./settings.sh を読み込む。これにより、S1GE に必要な環境変数とコマンドが設定

される。そして、次に GUI ツールの qmon を起動する。qmon のメインコントローの

説明と図を次の図３.４に示す。 
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図３.４ qmon のメインコントロール画面 
 

 

   キュー制御ボタンをクリックすると、実行ホストとしてインストールしたホストが

アイコンで表示される。 

 

   次にキュー制御のボタンをクリックすると、実行ホストとしてインストールしたホ

ストがアイコンで表示される（図３.４）。 

 
図３.４ S1GE に登録されている実行ホスト群 
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2. ジョブの実行 

まず、qmon を起動する。 

ジョブ実行依頼ボタンをクリックすると、ジョブを実行依頼する画面が表示され

る。ジョブスクリプト入力欄に、前もって作成し保存しておいた上記のサンプル

スクリプトを読み込む。スクリプトファイルを指定して実行依頼ボタンを押して

ジョブを実行させる。 

ジョブ終了後に、実際にジョブを実行したホームディレクトリに A.sh.oXX と

A.sh.eXX（A がそのスクリプトの名前、XX はジョブ実行依頼の時に付けられたジ

ョブ番号）の二つのファイルが生成される。これらは、それぞれのジョブの stdout
と stderr が格納されている。上記のサンプルの場合、stdout の内容が入る

A.sh.oXX には date コマンドの結果が入いることになる。 
2006年 1 月 20 日 金曜日 15:48:06 JST 
2006 年  1 月 20 日 金曜日 15:48:26 JST 

 
実行時にエラーが無い場合、stderr は存在しないので、A.sh.oXX は空のファイル

となる。 

 

3.3 考察 
 実験によりグリッドミドルウェア SunOneGridEngine の LinuxOS のディストリビュー

ションである FedoraCore4 へのインストールの確認がとれた。しかし問題点として、NFS
（NetWorkMountSystem）によりインストールをスムーズに行っていたものの、基盤とな

る FedoraCore4 のインストールから SunOneGridEngine をインストールするのに多くの

時間を要した。また今回の実験では、３台だったが Grid の環境を構築するにあたり十数台

～数百台と増やしていくとその負担は膨大になる。これを改善させるのが本研究の目的で

ある。次章では、一つめの問題として Grid をインストールするための基盤(主に OS)を即座

に構築するところの時間的なロスを「１CD-Linux」を使って改善する。 
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第４章 

 

１CD-Linux 
 
 本章では、第３章で述べた Grid のミドルウェアのインストールにかかる時間的な問題を

軽減すべく「１CD-Linux」を用いた。これにより、グリッドミドルウェアのインストール

に必要な PC 環境(主に OS)を即座に構築することができる。以下に１CD-Linux の概要から

作成までを示す。 

 

4.1 １CD-Linux とは 
 1CD-Linux とは、Linux を CD にインストールしたシステムである。CD ドライブと

RAMDISK のみでハードディスクを使用しないで起動できる。よって、インストール不要

で CD－ROM からどんなパソコンからでも即座に起動できるので、緊急起動用や緊急バッ

クアップ用として利用されている。また、最近では同じ環境のコンピュータを多数用意す

る必要がある教育機関などでも利用されている。個別の要求に応じてカスタマイズするこ

とができるという特徴をもっている(参考文献[3])。 

 

 

4.2 １CD-Linux の種類 
 代表的な 1CD-Linux に「KNOPPIX」がある。ドイツのクノッパーが開発したもので、

Dedian GNU/Linux をベースとし、デスクトップ環境まで兼ね備えている。他にも

「DemoLinux」などがあり、これらは、産業技術総合研究所という独立行政法人から日本

語版がリリースされている。 
 また、その他にも 1CD-Linux には次のようなものがある。 
・ 「LiviLinux」 

商用のため購入しなくてはならない。このディストリビューションは、パソコンが

起動しなくなったときの緊急データバックファイル用として使われるので、Zip ドライ

バや PD ドライバのような外部メディアをすぐできるよう、デバイスドライバが最初か

ら用意されている。 
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・ 「Linspire」 
画面の見た目や使い勝手は Windows とよく似ており、初心者向けである。以前は

Lindows と呼ばれていたが、商標権の問題で改名された。一定の年間使用料でアプリ

ケーションソフトが使い放題というシステムが採用されているのが特徴である。 
 

 

4.3 １CD-Linux の作成 
 Red Hat Linux6.2 を用いて 1CD-Linux の作成を行う。KNOPPIX などの１CD-Linux
は、ISO イメージファイルをオープンソースとして提供しているが今回は必要な機能のみ

を選択して ISO イメージを自作した(参考文献[4])。 
 今回作成した１CD-Linux の特徴には次のようなものがある。 
    ・RedHadLinux6.2 ベース 
    ・カーネル 2.2 と 2.4 の共存 
    ・X は起動せず、コンソールで操作する 
 ベースのディストリビューションは古いが、「１CD-Linux」を作成する上で、RPM パッ

ケージ選択が少なく容易で、必要最低の機能をもってるので使用した。後にアップデード

を行う。また、CD-ROM という制約された容量に抑えるために GUI(Graphical User 

Interface)は使用せず、コンソールで操作を行うことにする。 
 
4.3.1 に１CD-Linux の構成を示し、4.3.2 に１CD-Linux を構成する主要部の説明を行って

いる。その後に、１CD-Linux に具体的な作成の説明を行う。 
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4.3.1 通常インストールの Linux と１CD-Linux の相違点 

 普通の HDD 起動の Linux と 1CD-Linux との違いは、CD-ROM から起動すること、

書き込みができないことの２点である。これらの相違点さえ吸収すれば、HDD 起動とま

ったく同じシステムを構築することができる。必要なことは、起動シーケンスを少し変

更するだけである。1CD-Linux の起動シーケンスを図４.１に示す。 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図４.１ １CD-Linux の起動シーケンス 
 

図からもわかるように、起動シーケンスは HDD から起動したときとほぼ同じである。違

う個所と言えば④の部分で HDD が CD-ROM に変わっただけである。他は、「initrd を

unmount する」という処理がないこと。これは、書き込み可能領域を確保するためである。

CD-ROM をマウントして CD-ROM だけで動作しようとしても、どこかに書き込み可能な

領域がなければ Linux は何もできない。そこで、書き込み領域として、initrd の使ってい

たメモリをそのまま流用する。これが、1CD-Linux の最大の特徴である。 
 
 
 
 

4.3.2 １CD-Linux を構成する主要な部分 

○ BIOS 
マシンの電源を入れると、まずこの BIOS が起動する。起動すると FD、HDD、

CD-ROM などのブートセクタを読んで実行する。1CD-Linux の場合は、CD-ROM の

ブートセクタからブートローダーISOLINUX を読み込み実行する。 
 

○ ブートローダー(isolinux) 
ブートローダーの役割は次の３つである。 

ｚｚｚｚｚｚｚ

ｚｚｚｚ

④linuxrcがドライバを読み込んでCD-ROMをマウントし、/sbin/initを実行

①BIOSがブートローダISOLINUXを読み込み、実行

②ISOLINUXがカーネルとinitrdを読み込み、カーネルを実行

③カーネルがinitrdの中の/linuxrcを実行

⑤/sbin/initが/etc/inittabの記述に従って各アプリケーションを実行

ISOLINU
X

カーネル

initr
d /linuxr

cドライバ

ルートディレクトリ

/bin
/usr
/lib/modules/ﾄﾞﾗｲﾊﾞ
/sbin/init

ｚｚｚｚｚｚｚ

ｚｚｚｚ

④linuxrcがドライバを読み込んでCD-ROMをマウントし、/sbin/initを実行

①BIOSがブートローダISOLINUXを読み込み、実行

②ISOLINUXがカーネルとinitrdを読み込み、カーネルを実行

③カーネルがinitrdの中の/linuxrcを実行

⑤/sbin/initが/etc/inittabの記述に従って各アプリケーションを実行

ｚｚｚｚｚｚｚ

ｚｚｚｚ

④linuxrcがドライバを読み込んでCD-ROMをマウントし、/sbin/initを実行ｚｚｚｚｚｚｚ

ｚｚｚｚ

④linuxrcがドライバを読み込んでCD-ROMをマウントし、/sbin/initを実行ｚｚｚｚｚｚｚ

ｚｚｚｚ

④linuxrcがドライバを読み込んでCD-ROMをマウントし、/sbin/initを実行

ｚｚｚｚ

④linuxrcがドライバを読み込んでCD-ROMをマウントし、/sbin/initを実行

①BIOSがブートローダISOLINUXを読み込み、実行

②ISOLINUXがカーネルとinitrdを読み込み、カーネルを実行

③カーネルがinitrdの中の/linuxrcを実行

⑤/sbin/initが/etc/inittabの記述に従って各アプリケーションを実行

ISOLINU
X

カーネル

initr
d /linuxr

cドライバ

ルートディレクトリ

/bin
/usr
/lib/modules/ﾄﾞﾗｲﾊﾞ
/sbin/init

ISOLINU
X

カーネル

initr
d /linuxr

cドライバ

ルートディレクトリ

/bin
/usr
/lib/modules/ﾄﾞﾗｲﾊﾞ
/sbin/init
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・ 起動 OS の選択 
・ カーネルと initrd の読み込み 
・ カーネルへの処理を移行 
カーネルと initrd を読み込む際、ブートローダーは BIOS の機能を使って CD－

ROM にアクセスするので、この時点ではカーネルは起動しておらず、ドライバも不

要である。 
ブートローダーは ISOLINUX を使用する。 

 
○ カーネル 

起動時のカーネルは次のような役割をもつ。 
・ カーネルによる各種初期化 
・ initrd のマウントと、その中にある/linuxrc の実行 
・ ルートパーティションのマウント 
・ /sbin/init の実行 

   これらは、HDD 起動でも CD-ROM 起動でも同一である。 
 

○ initrd 
ドライバを読み込む役割を行うのはこの initrdである。HDD起動の場合とCD-COM

起動の場合では若干違いがある。RedHatLinux が HDD から起動する場合、通常ハー

ドウェアの構成はほとんど変わらないので、デバイスドライバはインストールの時に

インストラータによって静的に組み込まれる。しかし、1CD-Linux では、どのような

ハードウェアで起動するのかが事前にわからないので、このような仕組みは使用でき

ない。1CD-Linux として動作させるに最低限必要なのは、カーネルから CD-ROM を

マウントできることである。そのため、起動時に CD-ROM ドライブを検索するのに必

要なドライバを自動的に読み込む仕組みを実装する。 
1CD-Linux における initrd の役割は次のようなものである。 

・ カーネル組み込みでないドライバの自動読み込み 
・ CD-ROM(1CD-Linux)をマウント 
・ そのままルートパーティションになり、書き込み可能な領域を提供 
・ /sbin/init を実行 
実際にドライバの読み込みをするのは、initrd のトップディレクトリに作成する

/linuxrc というスクリプトである。 
 
 

○ /sbin/init 以降 
   /sbin/init は、設定ファイル/etc/inittab の記述に従って各アプリケーションを実行す
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る。ただし、1CD-Linux 作成に関しては、書き込みが必要なツールに対して initrd 中

の空領域に書き込むように変更する必要がある。 
 
 
 

4.3.3 １CD-Linux の作成手順 

 １CD-Linux を作成する環境は、CPU：PentiumⅡ300MHz(ﾃﾞｭｱﾙ)、メモリ：384M バ

イト、OS:FedoraCore4 の PC 環境で行った。 
１CD-Linux のトップディレクトリ 
 １CD-Linux のトップディレクトリ構成として図 4.2 に示すようになる。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図 4.2 １CD-Linux のトップディレクトリ構成 
 

 これは、次に出てくる図 4.3 の作業用ディレクトリの一部になる。最終的には、この

ディレクトリ(/Kcdrom以下)を isoイメージ化し、CD-ROMに焼き１CD-Linuxにする。 
 
 
1. 作業ディレクトリの作成 

まずは作業ディレクトリを作成する。root 権限で、読み書き可能なワークディレク

トリを作成する。１CD-Linux 作成には、作成する１CD-Linux によって異なるが約５

００MB 程度の空き容量を必要とする。ここでは、/root/1CDLinux というディレクト

リを作成し作業ディレクトリとした。以下に、これより作成するディレクトリ構造を示

す（図 4.3 参照）。 
 

 

K_01-14.ID             
custom_root/            

isolinux /           

root/            

Kinitrd.img
boot.msg
isolinux.bin
isolinux.cfg
linux22
linux24

←１CD-LinuxのCD-ROM検索用ID

←１CD-Linuxシステムのディレクトリ

←initrdのイメージ
←起動メッセージ
←ブートローダー
←ブートローダの設定
←カーネル2.2
←カーネル2.4

←isolinuxディレクトリ

K_01-14.ID             
custom_root/            

isolinux /           

root/            

Kinitrd.img
boot.msg
isolinux.bin
isolinux.cfg
linux22
linux24

←１CD-LinuxのCD-ROM検索用ID

←１CD-Linuxシステムのディレクトリ

←initrdのイメージ
←起動メッセージ
←ブートローダー
←ブートローダの設定
←カーネル2.2
←カーネル2.4

←isolinuxディレクトリ
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図 4.3 １CD-Linux のディレクトリ構成 

 
2. BusyBox のソースの展開およびインストール 

BusyBox とは、必要最低限の UNIX コマンドを集めたプログラムである。図 4.4 に

示すように、１つの実行ファイル(busybox)と、コマンド名(ls,cat など)が付けられた

BusyBox へのシンボリックリンクから構成されている。実行ファイルを１つにし、呼

び出されたコマンド名を基に動作を分岐することで、極力ファイルサイズを抑えてい

る。これによって、可能な限り小さいシステムを実現することができる(参考文献[5])。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図 4.4 コマンド名が付けられた BusyBox へのシンボリックリンク 
 

・BusyBox のインストール 
インストールの時の特徴としては、どのコマンドを選択できるかにある。これ

によって必要なコマンドのみを有効にすることができる。今回の１CD-Linux では、

lrwxrwxrwx ・・・・・ 7  ・・・・・・ bunzip2 -> busybox＊
- rwxr- xr-x  ・・・・・ 863864 ・・・・・・ busybox＊
lrwxrwxrwx ・・・・・ 7  ・・・・・・ cat -> busybox＊
lrwxrwxrwx ・・・・・ 7  ・・・・・・ chmod -> busybox＊
lrwxrwxrwx ・・・・・ 7  ・・・・・・ chroot -> busybox＊
lrwxrwxrwx ・・・・・ 7  ・・・・・・ clear -> busybox＊
lrwxrwxrwx ・・・・・ 7  ・・・・・・ cmp -> busybox＊
lrwxrwxrwx ・・・・・ 7  ・・・・・・ cp -> busybox＊
lrwxrwxrwx ・・・・・ 7  ・・・・・・ cut -> busybox＊
lrwxrwxrwx ・・・・・ 7  ・・・・・・ date -> busybox＊

・
・
・
・

lrwxrwxrwx ・・・・・ 7  ・・・・・・ bunzip2 -> busybox＊
- rwxr- xr-x  ・・・・・ 863864 ・・・・・・ busybox＊
lrwxrwxrwx ・・・・・ 7  ・・・・・・ cat -> busybox＊
lrwxrwxrwx ・・・・・ 7  ・・・・・・ chmod -> busybox＊
lrwxrwxrwx ・・・・・ 7  ・・・・・・ chroot -> busybox＊
lrwxrwxrwx ・・・・・ 7  ・・・・・・ clear -> busybox＊
lrwxrwxrwx ・・・・・ 7  ・・・・・・ cmp -> busybox＊
lrwxrwxrwx ・・・・・ 7  ・・・・・・ cp -> busybox＊
lrwxrwxrwx ・・・・・ 7  ・・・・・・ cut -> busybox＊
lrwxrwxrwx ・・・・・ 7  ・・・・・・ date -> busybox＊

・
・
・
・

lrwxrwxrwx ・・・・・ 7  ・・・・・・ bunzip2 -> busybox＊
- rwxr- xr-x  ・・・・・ 863864 ・・・・・・ busybox＊
lrwxrwxrwx ・・・・・ 7  ・・・・・・ cat -> busybox＊
lrwxrwxrwx ・・・・・ 7  ・・・・・・ chmod -> busybox＊
lrwxrwxrwx ・・・・・ 7  ・・・・・・ chroot -> busybox＊
lrwxrwxrwx ・・・・・ 7  ・・・・・・ clear -> busybox＊
lrwxrwxrwx ・・・・・ 7  ・・・・・・ cmp -> busybox＊
lrwxrwxrwx ・・・・・ 7  ・・・・・・ cp -> busybox＊
lrwxrwxrwx ・・・・・ 7  ・・・・・・ cut -> busybox＊
lrwxrwxrwx ・・・・・ 7  ・・・・・・ date -> busybox＊

・
・
・
・

/1CDLinux

Kcdrom/
K_01-14.ID
Custom-root/
root/
isolinux/

linux22
linux24
isolinux.bin
isolinux.cog

Kinitrd/
root/ ←図4.7参照
Config.h
Config.h.org         BusyBoxのインストール先

applets.h

図4.1

4. ./isolinux構成参照
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比較的容量に余裕があるので、利便性を考えて BusyBox で使用できるすべてのコ

マンドを有効にする。総量はスタティック状態で１MB 以下となる。BusyBox の

サイトより(http://busybox.net/)busybox-1.00-pre2.tar.bz2 をダウンロードし、解

凍する。「make menuconfig」コマンドでメニューから設定できるので、「Build 
Options」で「Build Busy Box as a static binary」をオンにし、各コマンドを作

成するようにチェックを入れてコンパイルする。作業手順を図 4.5 に示す。 
 
 
 
 
 
 

図 4.5 BusyBox のコンパイル(busybox-1.00-pre2.tar.bz2) 
 
動作の確認を図 4.5 に示す。インストールを実行した後、できたコマンド実行

ファイルを実行する。図 4.6 では、pwd コマンドを実行した。この./pwd は実際

は図 4.4 で示したように BusyBox の実行ファイルにリンクしている。 
 

 
図 4.6 BusyBox の動作確認 

 
 
 

# cd busybox
# make menuconfig        ←メニューでカスタマイズ
# mv include/applets.h include/applets.h.org
# sed 's/_BB_DIR_[A-QS-Z_][A-Z_]*/_BB_DIR_BIN/g' 
include/applets.h.org > include/applets.h     
# make all

# cd busybox
# make menuconfig        ←メニューでカスタマイズ
# mv include/applets.h include/applets.h.org
# sed 's/_BB_DIR_[A-QS-Z_][A-Z_]*/_BB_DIR_BIN/g' 
include/applets.h.org > include/applets.h     
# make all
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3. Linux のインストール 
 図4.2のKcdrom/root/以下に配置される１CD-Linuxのルートディレクトリには、「動

作可能な Linux システム全体」を置く。どこかで動いている Linux システムの/以下す

べてをここにマウントしてもいいが、今回は、/root/1CDLinux/Kcdrom/root/以下に新

規インストールする方法で行う。Linux のインストーラーも同じことを行ってる。なお、

CD-ROM には容量の制限があるので 600MB を越えないようにカスタマイズをする必

要がある。 
 今回は、RedHadLinux6.2 を使用した。RedHadLinux6.2 のインストール CD より

パッケージを抽出した。システムに最低限必要なものは、RedHadLinux インストール

CD の RedHad/base/comp＊ファイルに記述されているのでこれを参考に選択する。ま

た、RedHadLinux6.2 はカーネル 2.2 を使用しているため、環境に依存しない１CD に

するため(どのパソコンでも起動することができる)カーネル 2.4 も組み込んだ。作業手

順を図 4.7 に示す。 
 
 
 
 
 
 
 

図 4.7 RPM パッケージ群のインストール 
 

4. ./isolinux の構成 
１CD-Linux で使用するブートローダは ISOLINUX である。これは、SYSLINUX

の一部として配布されいるものである(http://syslinux.zytor.com/)。Linux のインスト

ーラーとして使われているもので１CD-Linux でもこれをブートローダとして使用す

る。サイトより、syslinux-2.04.tar.bz2 をダウンロードし、解凍する。 
 次に、ブートローダ ISOLIUNUX とカーネルを組み込む。./isolinux 以下にインスト

ールしたカーネル 2.2 と 2.4 をコピーする。作成手順例を図 4.8 に示す。 
 
 
 
 
 

図 4.8 isolinux ディレクトリの構成 
 

# rpm --root /root/1CDLinux/Kcdrom/root --initdb           ←RPMのデータベースを作成

# cd <インストールするパッケージ群のあるディレクトリ>
# rpm --root /root/1CDLinux/Kcdrom/root –Uvh ＊ ←パッケージのインストール

# rpm --root /root/1CDLinux/Kcdrom/root –ivh --force –nodeps
<2.4カーネルを置いたディレクトリ> /kernel/-2.4.20-18.7.i386.rpm ←カーネル2.4の強制インストール

# chroot Kcdrom/root /sbin/depmod –a 2.4.20-18.7 –F /boot/System.msp-2.4.20-18.7

# rpm --root /root/1CDLinux/Kcdrom/root --initdb           ←RPMのデータベースを作成

# cd <インストールするパッケージ群のあるディレクトリ>
# rpm --root /root/1CDLinux/Kcdrom/root –Uvh ＊ ←パッケージのインストール

# rpm --root /root/1CDLinux/Kcdrom/root –ivh --force –nodeps
<2.4カーネルを置いたディレクトリ> /kernel/-2.4.20-18.7.i386.rpm ←カーネル2.4の強制インストール

# chroot Kcdrom/root /sbin/depmod –a 2.4.20-18.7 –F /boot/System.msp-2.4.20-18.7

# cp Kcdrom/root/boot/vmlinuz-2.2.24-6.2.3 Kcdrom/isolinux/linux22
# cp Kcdrom/root/boot/vmlinuz-2.4.20-18.7 Kcdrom/isolinux/linux24
# cp syslinux-2.04/isolinux.bin Kcdrom/isolinux/
# cp Kcdrom/isolinux/isolinux/isolinux.cfg
# cp Kcdrom/isolinux/boot.msg

# cp Kcdrom/root/boot/vmlinuz-2.2.24-6.2.3 Kcdrom/isolinux/linux22
# cp Kcdrom/root/boot/vmlinuz-2.4.20-18.7 Kcdrom/isolinux/linux24
# cp syslinux-2.04/isolinux.bin Kcdrom/isolinux/
# cp Kcdrom/isolinux/isolinux/isolinux.cfg
# cp Kcdrom/isolinux/boot.msg
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 isolinux.cfg は CD-ROM 起動時のメニューで、図 4.9 のようになる。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図 4.9 isolinux.cfg 
 

 initrd が Kinitrd.img で、initrd 上で最初に起動するプログラムは/linux、initrd の

サイズは 16MB で、ルートファイルシステムは initrd をそのまま使うという意味にな

る。 
boot.mag は、起動時の画面になる。 
 

5. シェルスクリプト linuxrc 
１CD-Linux では、linuxrc はカーネルが最初に起動するシェルスクリプトである。

initrd の動作をすべて制御する。働きとしては「CD-ROM デバイスを検索し、マウン

トする」ことと「/sbin/init を実行する」ことがその主な仕事だが、CD-ROM デバイス

検索のためにデバイスドライバを自動的に読み込みや、１CD-Linux の CD-ROM がど

のドライブに挿入されているかを自動検索したりする仕事も請け負っている。linuxrc
については、参考資料として後述する(付録[A]参照)。 

 
 

6. initrd の作成 
 initrd(図 4.3 の Kcdrom/isolinux/Kinitrd.img)を作成する。initrd のディレクトリツ

リーは図 4.10 のようになる。 

default 1                                   ←ディフォルトの起動ラベル
prompt 1 ←１で「Boot:」プロンプロントを表示する
timeout 100 ←１０秒待って入力がなければディフォルトで起動
display boot.msg                      ←最初に表示するメッセージファイル

label 1 ←「１」が入力されたときの起動定義
kernel linux24 ←カーネルのファイル名を記述
append ro initrd=Kinitrd.img init=/linuxrc ramdisk_size=16384k root=/dev/ram

label 2
kernel linux22
append ro initrd=Kinitrd.img init=/linuxrc ramdisk_size=16384k root=/dev/ram

label 3
kernel linux24
append ro initrd=Kinitrd.img init=/linuxrc ramdisk_size=16384k root=/dev/ram ramlinux

label 4
kernel linux22
append ro initrd=Kinitrd.img init=/linuxrc ramdisk_size=16384k root=/dev/ram ramlinux

label 5
localboot -1

default 1                                   ←ディフォルトの起動ラベル
prompt 1 ←１で「Boot:」プロンプロントを表示する
timeout 100 ←１０秒待って入力がなければディフォルトで起動
display boot.msg                      ←最初に表示するメッセージファイル

label 1 ←「１」が入力されたときの起動定義
kernel linux24 ←カーネルのファイル名を記述
append ro initrd=Kinitrd.img init=/linuxrc ramdisk_size=16384k root=/dev/ram

label 2
kernel linux22
append ro initrd=Kinitrd.img init=/linuxrc ramdisk_size=16384k root=/dev/ram

label 3
kernel linux24
append ro initrd=Kinitrd.img init=/linuxrc ramdisk_size=16384k root=/dev/ram ramlinux

label 4
kernel linux22
append ro initrd=Kinitrd.img init=/linuxrc ramdisk_size=16384k root=/dev/ram ramlinux

label 5
localboot -1
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図 4.10 initrd のディレクトリツリー 
 
initrd のルートディレクトリの約半分のファイルが、initrdlocal/mnt/cdrom/root/以

下へのシンボリックリンクになる。１CD-Linux の CD-ROM を initrdlocal/mnt/cdrom/
にマウントすることによって、そのまま CD-ROM 内の全ファイルを、/から直接アク

セスしているようにみせる。例えば、CD-ROM 内の/root/bin/ls を/bin/ls として使用す

ることができる。CD-ROM をマウントするまでの間は、すべての initrdlocal/以下のフ

ァイル(コマンド)を使用しなければならないが、CD-ROM を１度マウントしてしまえ

ば、CD-ROM 内のすべてのコマンドを透過的に使用できるようになる。 
 また、シンボリックリンクでないディレクトリもいくつかある。これらは表 4.1 に示

す理由でリンクを行わない。このようなことを考慮して initrd を作成していく。作成

の手順としては参考資料として後述する(付録[B]参照)。 
    

表 4.1 シンボリックリンクではないディレクトリ 

ディレクトリ 意味 

dev/ 最初に CD-ROM マウントするときに必要 

mnt/ マウントポイントは実体である必要がある 

etc/ mtab など、書き込みの可能性がある 

proc/ proc ファイルシステムは実体がないためリンクの必要がない 

root/ ssh コマンドを使用した場合、書き込みが発生する 

tmp/,var/ 作業用としてなど、書き込みが必要なディレクトリ 

bin       -> initrdlocal/mnt/cdrom/root/bin
boot     -> initrdlocal/mnt/cdrom/root/bin
home   -> initrdlocal/mnt/cdrom/root/bin
lib        -> initrdlocal/mnt/cdrom/root/bin
opt       -> initrdlocal/mnt/cdrom/root/bin
sbin     -> initrdlocal/mnt/cdrom/root/bin
bin       -> initrdlocal/mnt/cdrom/root/bin
usr       -> initrdlocal/mnt/cdrom/root/bin
linuxrc＊ ←initrdの制御スクリプト

fastboot ←fsckを実行させないためのファイル

initrdlocal/ ←CD-ROMをマウントするまでに使用するファイル格納用

bin/ ←BusyBoxコマンド群

mnt/cdrom/ ←１CD-Linuxのマウントポイント

modules/ ←initrdで組み込めるドライバ格納用

pci.ids ←USBチップ自動判別用データベース

pcitable ←PCIデバイス自動判別用データベース

dev/ ←デバイスファイル群

mnt/ ←各種マウントポイント

etc/
proc/
root/
tmp/
var/

１CD-Linux内へのリンク

以下のディレクトリはすべて空
１CD-Linuxをマウントした後に、１CD-Linuxの/rootからファイルをコピー

bin       -> initrdlocal/mnt/cdrom/root/bin
boot     -> initrdlocal/mnt/cdrom/root/bin
home   -> initrdlocal/mnt/cdrom/root/bin
lib        -> initrdlocal/mnt/cdrom/root/bin
opt       -> initrdlocal/mnt/cdrom/root/bin
sbin     -> initrdlocal/mnt/cdrom/root/bin
bin       -> initrdlocal/mnt/cdrom/root/bin
usr       -> initrdlocal/mnt/cdrom/root/bin
linuxrc＊ ←initrdの制御スクリプト

fastboot ←fsckを実行させないためのファイル

initrdlocal/ ←CD-ROMをマウントするまでに使用するファイル格納用

bin/ ←BusyBoxコマンド群

mnt/cdrom/ ←１CD-Linuxのマウントポイント

modules/ ←initrdで組み込めるドライバ格納用

pci.ids ←USBチップ自動判別用データベース

pcitable ←PCIデバイス自動判別用データベース

dev/ ←デバイスファイル群

mnt/ ←各種マウントポイント

etc/
proc/
root/
tmp/
var/

１CD-Linux内へのリンク

以下のディレクトリはすべて空
１CD-Linuxをマウントした後に、１CD-Linuxの/rootからファイルをコピー
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7. CD-ROM イメージの作成 
 作成したディレクトリツリーから CD-ROM イメージを作成する。まずは、容量を確

認する。 
 
＃ du -sm Kcdrom/ 
 
 650MB 以下になっていることを確認する。越えている場合は、RPM パッケージを削

除する。容量の確認ができたらイメージ作成を行う。Linux の mkisofs というイメー

ジ作成ツールがあるのでこれを使う。表 2 のオプションを参考に作成する。作成の手

順を図 4.11 に示す。 
 

表 4.2 mkisofs のオプション 

オプション 意味 

-R RockRidge 拡張イメージ作成 

-J Joliet ディレクトリレコードを作成 

-b ブートローダー CD-ROM ブートで起動するプログラム(ブートローダー)を指定 

-no-emul-boot 起動が非エミュレーターモーションモードであると指定 

-boot-load-size ブートローダのサイズを指定 

-boot-info-table ブートローダー中にブート情報テーブルを埋め込む 

-o CD-ROMイメージ 作成する CD-ROM イメージの指定 

-V ボリューム名 作成する CD-ROM イメージのボリューム名を指定 

-L .(ピリオド)で始まるファイル名の許可 

-l 31 文字までのファイル名を許可 

 
 
 
 
 
 

図 4.11 CD-ROM イメージ作成 
 

最後にできあがった Kcdrom.iso を CD-R に焼く。 
 
 

# mkisofs –L –R –J –b isolinux/isolinux.bin –no-emul-boot –
boot-load-size 4 –boot-info-table –o Kcdrom.iso –V 1CDLinux-
1.14f Kcdrom/

# mkisofs –L –R –J –b isolinux/isolinux.bin –no-emul-boot –
boot-load-size 4 –boot-info-table –o Kcdrom.iso –V 1CDLinux-
1.14f Kcdrom/
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8. 動作検証 
完成した１CD-Linux を図 4.12 に示す。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図 4.12 完成した１CD-Linux 
 

これを CD ドライブに入れ PC を起動する。起動後の様子を図 4.12 に示す。起動後

は、ログイン画面になる。この 1CD-Linux はリブートさえできれば何でもできる、セ

キュリティー上危険なツールなので、一応ログインしないと使えないようにしている。

ユーザ ID は「root」、パスワードは「password」で設定している。変更する場合は、

CD を iso イメージ化する前い CD-ROM 上にパスワードデータベースがあるので、 
    # chroot /root/1CDLinux/Kcdrom/root  passwd  root 
  を行って設定を変更することができる。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図 4.12 完成した１CD-Linux の起動画面 
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4.4 １CD-Linux の改良 
SunOneGridEngine をインストールするためのシステム要件(3.2.1 システム要件参照)

として、RedHadLinux7.2 以降の OS が必要であるため、4.2 で作成した RedHadLinux6.2
ベースの１CD-Linux から RedHadLinux7.3 ベースに入れ替える。当初の予定としては、

最新バージョンの FedoraCore4 を入れる予定だったが、パッケージ選択時の依存関係での

問題から RedHadLinux7.3 へ変更してアップグレードを行った。 
 

4.4.1 １CD-Linux の改良手順 

基本的な作成手順は、4.3.3 に記述した流れで行う。変更した点を次に示す。 
 

1. BusyBox の変更 
 4.3.3-2 の BusyBox のバージョンを最新の busybox-1.1.0.tar.gz に変更した。インス

ール手順は旧バージョンとほぼ同じである。 
2. パッケージの選択 
 4.3.3-3 の箇所で RedHadLinux7.3 のインストール CD よりパッケージを抜き出す。

インストール CDの RedHad/base/comp＊ファイルに最小インストール用のパッケージ

のリストがあるのでこれを参考にし、パッケージの選択を行う。リストを参考資料を

して後述する(付録[C]参照)。 
3. パッケージ変更によって生じた細かな部分の修正 
 カーネルのバージョンの変更による細かな修正を行う。4.3.3-4 の isolinux や 4.3.3-6
の部分である。 

 
変更後、同じように ISO イメージ化した後、CD-ROM に焼く。 

 
4. 動作検証 

改良した１CD-Linux を CD ドライブに入れて起動する。しかし、ブード(起動)には

成功したがその後、init の読み込み(linuxrc)の読み込みでカーネルパニックを起こして

停まった。linuxrc を呼び出す側の Kinitrd.img の作成時に問題があると思われるので

さらに検証し改良する必要がある。 
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第５章 

 

１CD-Grid 
 
 本章では、第４章で作成した１CD-Linuxに Gridミドルウェアである SunOneGridEngine
を組み込んだ 1CD-Grid を作成する。 

 

5.1 １CD-Grid の概要 
 第３章でインストールした SunOneGridEngine5.3 を第４章で作成した改良前の１

CD-Linux にインストールする。第３章では、３台のホストにそれぞれ、 
・ キューマスタ＆実行依頼ホスト（１台） 
・ 実行ホスト（２台） 

の仕事を行わせていた(図 3.2 参照)。しかし、1CD-Grid ではこれらの働きを１つのホスト

に依託する。これによって、1CD-Grid によってブートした PC は、それぞれが使用するサ

ービスを選択して Grid を構成する。図 5.1 に 1CD-Grid による Grid の構成を示す。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図 5.1 1CD-Grid による SunOneGridEngine の構成 
 

ジョブ

ジョブ

・・・・

実行依頼ホスト キューマスタ

実行ホスト群

ジョブ

ジョブ

・・・・

実行依頼ホスト キューマスタ

実行ホスト群
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5.2 １CD-Grid の作成 
 作成した 1CD-Linux に SunOneGridEngine5.3 をインストールする。インストール手順

としては、１CD-Linux をイメージ化する前の段階の１CDLinux/Kcdrom/root 以下(１
CD-Linux の /( ル ー ト ) に な る 部 分 ) に 、 sgeadmin と い う ア カ ウ ン ト を 作 り

SunOneGridEngine5.3 のインストール用アーカイブを配置する(図 5.3 参照)。その後、イ

ンストールを行い、インストールした状態で ISO イメージ化し CD-ROM に焼く。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図 5.3 SuOneGridEngine の配置 
 

5.2.1 インストール手順 

１CD-Grid における SunOneGridEngine のインストールも第３章で行った

SunOneGridEngine のインストールと基本的に同じである。インストール手順と変更し

た点を次に示す。 
 

１． ＄SGE_ROOT の設定 
SunOneGridEngine のバイナリや設定ファイルの参照を行うためのベースディレクト

リ＄SGE_ROOT を作成する。図 5.3 の gridware/sge である。第３章のインストール時

とは違い１CD-Linux で動作する/(ルート)以下に作成されているいることに注意する。 
SunOneGridEngine5.3 をダウンロードして配置した後、解凍し展開する。第３章では、

＄SGE_ROOT を NFS(NetworkFileSystem)によって共有していたが、同じ CD-ROM か

/1CDLinux

Kcdrom/
K_01-14.ID
Custom-root/
root/
isolinux/                      

linux22                 
linux24                           
isolinux.bin                   
isolinux.cfg                  

Kinitrd/
root/ ←図4.7参照
Config.h
Config.h.org         BusyBoxのインストール先

applets.h

etc/ home/ dev/ lib/  bin/ sbin/ mnt/ var/ ・・・
sgeadmin

gridware
sge   →SunOneGridEngine5.3

sge-5.3p6-bin-glinux.tar.gz
sge-5.3p6-common.tar.gz
sge-5.3p6-doc.tar.gz

/1CDLinux

Kcdrom/
K_01-14.ID
Custom-root/
root/
isolinux/                      

linux22                 
linux24                           
isolinux.bin                   
isolinux.cfg                  

Kinitrd/
root/ ←図4.7参照
Config.h
Config.h.org         BusyBoxのインストール先

applets.h

etc/ home/ dev/ lib/  bin/ sbin/ mnt/ var/ ・・・
sgeadmin

gridware
sge   →SunOneGridEngine5.3

sge-5.3p6-bin-glinux.tar.gz
sge-5.3p6-common.tar.gz
sge-5.3p6-doc.tar.gz

etc/ home/ dev/ lib/  bin/ sbin/ mnt/ var/ ・・・
sgeadmin

gridware
sge   →SunOneGridEngine5.3

sge-5.3p6-bin-glinux.tar.gz
sge-5.3p6-common.tar.gz
sge-5.3p6-doc.tar.gz

etc/ home/ dev/ lib/  bin/ sbin/ mnt/ var/ ・・・
sgeadmin

gridware
sge   →SunOneGridEngine5.3

sge-5.3p6-bin-glinux.tar.gz
sge-5.3p6-common.tar.gz
sge-5.3p6-doc.tar.gz
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ら起動する１CD-Grid では、PC それぞれが同じディレクトリを持ちそこからバイナリや

設定の参照を行うので NFS は使用しない。 
 

２． 通信ポートの設定 
 各ホストで動作するデーモン seg-commd が使用する TCP の設定を行う。通常、

/etc/services に設定を行うが、１CD-Grid では、１CD-Linux で動作する/(ルート)以下の

/1CDLinux/Kcdrom/root/services に設定の指標を変える。 

s sge_commd           536/tcp                             

 
３． キューマスタのインストール 
 第３章でも行ったが、ダウンロードしたファイルの解凍後にできるキャラクタベース

対話式のインストールシェルスクリプト install_qmastar を実行し、各設定を入力する。

通常のインストールと違う点は、＄SGE_ROOT の設定の部分である。ここで、

＄SGE_ROOT のフルパスを入力し、変更する。図 5.4 に実行例を示す。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図 5.4 ＄SGE_ROOT の設定 
 
もう一つの変更箇所として、実行ホストの登録の項目を変更する。SunOneGridEngine

の通常のインストール環境の仕様では IP アドレスを DNS(Domain Name System)によ

り名前の解決をしているが前提であるため、DHCP(Dynamic Host Configuration 
Protocol)によって IP アドレスを取得する１CD-Linux においては問題となる。そこでこ

こでは、あらかじめ/etc/hosts(/(ルート)は１CD-Linux で動作するルート)にホスト名と IP
アドレスの対応表を作成して解決する。今回は自分自身である localhost で登録した。図

5.5 に実行例を示す。 

Checking $SGE_ROOT directory
----------------------------

The Grid Engine root directory (your current directory) is:

$SGE_ROOT = /root/1CDLinux/Kcdrom/root/home/sgeadmin/gridware/sge

If this directory is not correct (e.g. it may contain an automounter
prefix) enter the correct path to this directory or hit <RETURN>
to use default [/root/1CDLinux/Kcdrom/root/home/sgeadmin/gridware/sge] >>

Your $SGE_ROOT directory: 
/root/1CDLinux/Kcdrom/root/home/sgeadmin/gridware/sge

Checking $SGE_ROOT directory
----------------------------

The Grid Engine root directory (your current directory) is:

$SGE_ROOT = /root/1CDLinux/Kcdrom/root/home/sgeadmin/gridware/sge

If this directory is not correct (e.g. it may contain an automounter
prefix) enter the correct path to this directory or hit <RETURN>
to use default [/root/1CDLinux/Kcdrom/root/home/sgeadmin/gridware/sge] >>

Your $SGE_ROOT directory: 
/root/1CDLinux/Kcdrom/root/home/sgeadmin/gridware/sge
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図 5.5 実行ホストの登録 

 
４． 実行ホストのインストール 
 次に実行ホストのインストールも同時に行う。インストールシェルスクリプトである

install_qmaster をオプション-x で実行する。キューマスタと違って特に変更する点はな

かったので対話式のインストーラーの質問に答えてインストールを完了させる。 
 
５． 環境設定用のスクリプトの調整 
 インストールが完了すると環境設定用スクリプトファイル settings.sh が

＄SGE_ROOT/default/common にできるのでこれの＄SGE_ROOT のセッションを図

5.4 で設定したパスに変更する。settings.sh の実行は、１CD-Grid が起動したあとに実

行する。 

s SGE_ROOT=/1CDLinux/Kcdrom/root/home/sgeadmin/gridware/sge;                 
             
 インストールが完了したので、ISO イメージ化して CD-ROM に焼く。 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

Adding admin and submit hosts
-----------------------------

Please enter a blank seperated list of hosts.

Stop by entering <RETURN>. You may repeat this step until you are
entering an empty list. You will see messages from Grid Engine
when the hosts are added.

Host(s): localhost
localhost.localdomain added to administrative host list
localhost.localdomain added to submit host list

Adding admin and submit hosts
-----------------------------

Please enter a blank seperated list of hosts.

Stop by entering <RETURN>. You may repeat this step until you are
entering an empty list. You will see messages from Grid Engine
when the hosts are added.

Host(s): localhost
localhost.localdomain added to administrative host list
localhost.localdomain added to submit host list
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5.2.2 １CD-Grid の検証 

 １CD-Grid を CD ドライブに入れ起動する。図 5.6 に示すように起動した。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図 5.6 1CD-Grid の起動画面 
 
 その後、環境設定用スクリプト settings.sh を実行したが実行パスが通ってなかったた

め、grid 用コマンドが実行できなかった。環境設定用スクリプト settings.sh の記述が正

しくなかったので、 
ARCH=’$SGE_ROO/util/arch’  
の部分をコメントアウトし、 
# ARCH=’$SGE_ROO/util/arch’ 
ARCH=”glinux” 
に変更し、実行。 
 パスが通ったところで管理ホストを確認するコマンド qconf を実行すると、 
＃qconf –sh 
./qconf: /lib/libc.so.6:version ‘GLIBC_2.2’ not found 
というエラーが出た。１CD-Linux のライブラリのバージョンが古いため、対応していな

いのが原因だと考えられる。 
 対応として RedHadLinux7.3 からライブラリのみを抽出し、強制的に１CD-Grid のラ

イブラリに追加し再度試みたが結果は同じであった。 
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5.3 考察 
結果として、作成した１CD-Grid の SunOneGridEngine の動作確認はできなかった。

SunOneGridEngine を １ CD-Linux に イ ン ス ト ー ル す る に は 、 や は り

SunOneGridEngine のベースとなる１CD-Linux のバージョンを上げる必要がある。そ

のためには、Kinitrd.img の作成時においてさらなる検証、および調整を施し改良する必

要がある。１CD-Grid のインストール手順としてはインストールは正常に終了すること

ができたので環境が整えばSunOneGridEngineの動作は可能であると思われる。あとは、

１CD-Linux という環境に変わることで生じる問題を解決する。各実行ホストの IP アド

レスの名前の解決を DNS(Domain Name System)を使わずに、キューマスタを勤める PC
の/etc/hosts に IP アドレスと実行ホストの対応表を使って解決することや、本来グラフ

ィカルで操作するSunOneGridEngineをコマンドライン上で操作するなど多様な問題が

生じると思われがそれら解決して１CD-Grid の完成度を上げていかなければならない。

１CD-Linux の起動時間は約４０秒ほどだった。このことからも、Grid を構成するため

の環境の構築は格段に上がったと言える。さらに、同時に SunOneGridEngine をインス

トールした１CD-Grid を動作させるとこができれば、わずか数分で Grid を構成するとこ

ができると考えられる。今後さらに１CD-Linux の改良を行い１CD-Grid の精度を上げ

る必要がある。 
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#!/initrdlocal/bin/ash 
 
export PATH=${PATH}:/initrdlocal/bin:/usr/bin:/bin:/usr/sbin:/sbin 
 
# KID will be set in mount_cdrom() 
KID="" 
# IDREGEXP can't be real REGEX, because of poor grep of busybox. 
IDREGEXP="^K_[0-9][0-9]-[0-9][0-9].ID$" 
CDMNTPNT=/initrdlocal/mnt/cdrom 
CDINFO=/proc/sys/dev/cdrom/info 
DEVINFO=/proc/bus/pci/devices 
DEVDATA=/initrdlocal/pcitable 
DEVIDS=/initrdlocal/pci.ids 
INITMODDIR="/initrdlocal/modules/`uname -r`" 
DEFMODDIR="/lib/modules/`uname -r`" 
FDDEV=/dev/fd0 
FDMNTPNT=/mnt/floppy 
PREINSMOD="scsi_mod.o cdrom.o sr_mod.o ide-cd.o nls_cp437.o nls_iso8859-1.o" 
PREINSMOD_USB="usbcore.o usb-uhci.o usb-ohci.o input.o hid.o keybdev.o mousedev.o" 
 
echo "Mounting proc filesystem" 
mount -n -t proc none /proc 
 
########################################################### 
##       Script for detecting and mounting CD-ROM.       ## 
##                      mntcdrom.sh                      ## 
########################################################### 
 
 
# Load modules manually using external FD, or default module dir. 
load_modules_manually() { 
    echo "############################################################" 1>&2 
    echo "Insert driver FD and input driver filename." 1>&2 
    echo "Or input driver filename without any FDs to load default driver." 1>&2 
    while : ; do 
        local drvnam 
        echo "############################################################" 1>&2 
        echo -n "Filename(ex. aic7xxx.o) or \"s\" to skip: " 1>&2 
        read drvnam 
        [ "$drvnam" = "s" ] && break; 
 
        dd if=${FDDEV} of=/dev/null bs=512 count=1 > /dev/null 2>&1 
        if [ $? != 0 ]; then 
            # for default driver. 
            echo "No FD found, trying to find default driver..." 
            local mod_path=`find ${INITMODDIR} -type f -name $drvnam 2>/dev/null` 
            if [ -z "${mod_path}" ]; then 
                echo "No default driver named [$drvnam]." 1>&2 
            else 
                insmod ${mod_path} 
            fi 
        else 
            # for external driver on FD. 
            mount -r -t ext2 /dev/floppy ${FDMNTPNT} > /dev/null 2>&1 
            if [ $? != 0 ]; then 
                echo "FD mount fail(not ext2fs?). Retry." 1>&2 
            elif [ ! -f ${FDMNTPNT}/${drvnam} ]; then 
                echo "No driver named [$drvnam] on FD." 1>&2 
            elif ! insmod ${FDMNTPNT}/${drvnam}; then 
                echo "Can't load driver named [$drvnam] on FD." 1>&2 
            fi 
            umount ${FDMNTPNT} > /dev/null 2>&1 
        fi 
    done 
} 
 
 
 
# Detect CD-ROM devices. 
detect_cddev() { 
    local i cdrom_devs 
 
    while : ; do 
        # Detect CDROM Device 
 cdrom_devs="" 
 if [ -f ${CDINFO} ]; then 
            for i in `grep '^drive name' ${CDINFO} | cut -f 3-`; do 
                cdrom_devs="${cdrom_devs} /dev/$i" 
            done 
            [ -n "${cdrom_devs}" ] && echo ${cdrom_devs} && return 
        fi 
        # No CDROM Device  
        load_modules_manually 
    done 
} 
 
 
 
# Mount CD-ROM device. 
mount_cdrom() { 
    local dummy device 
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    local idregexp=$1 
    shift 
    local devices="$*" 
 
    while : ; do 
        for device in ${devices}; do 
            if mount -r -t iso9660 ${device} ${CDMNTPNT} > /dev/null 2>&1; then 
                KID="`( cd ${CDMNTPNT}; ls -1d * 2>/dev/null ) | grep ${idregexp}`" 
                if [ -e ${CDMNTPNT}/${KID} ]; then 
                    echo "Found CDROM($KID) on ${device}" 
                    ln -sf ${device} /dev/cdrom 
                    return 
                fi 
                umount ${CDMNTPNT} > /dev/null 2>&1 
            fi 
        done 
        echo -n "Insert K1CD Disk into CD-ROM drive and HIT Enter key" 
        read dummy 
    done 
} 
 
 
 
# Load modules for PCI devices. 
load_modules() { 
    local moddir=$* 
    local mod_name mod_loaded 
    for i in `cut -f 2 < ${DEVINFO} | uniq`; do 
        local vendor_id=`echo $i | cut -b 1-4` 
        local device_id=`echo $i | cut -b 5-8` 
        local mod_name="`cat ${DEVDATA} | \ 
                      grep -ie \^0x${vendor_id}\.0x${device_id} | \ 
                      cut -f 3 | tr -d '" ' | \ 
                      grep -v '^\(unknown\|ignore\|Card:\|Server:\|0x\|#\|$\)'`" 
        local mod_loaded=`lsmod | sed 1d | cut -d " " -f 1 | \ 
                          grep -e \^${mod_name}\$` 
        if [ -n "${mod_name}" ] && [ -z "${mod_loaded}" ]; then 
            if [ "${moddir}" = "${DEFMODDIR}" ]; then 
  modprobe ${mod_name} 
            else 
  # if cdrom isn't mounted (and modprobe doesn't exist) 
                local mod_path=`find ${moddir} -type f -name ${mod_name}.o 2>/dev/null` 
                if [ ! -z "${mod_path}" ]; then 
                    insmod ${mod_path} 
                fi 
            fi 
        fi 
    done 
} 
 
 
 
# Discovering usb-devices "USB-OHCI" or "USB-UHCI". 
enable_usbdev() { 
    for module in ${PREINSMOD_USB}; do 
        if [ -f ${INITMODDIR}/${module} ]; then 
            case "${module}" in 
              usb-ohci.o) 
                if lspci -v -i ${DEVIDS} | grep -qi "OHCI"; then 
                    insmod ${INITMODDIR}/usb-ohci.o 
                fi 
                ;; 
              usb-uhci.o) 
                if lspci -v -i ${DEVIDS} | grep -qi "UHCI"; then 
                    insmod ${INITMODDIR}/usb-uhci.o 
                fi 
                ;; 
              *) 
                insmod ${INITMODDIR}/${module} 
                ;; 
            esac 
        fi 
    done 
} 
 
 
 
# Main ###################################################################### 
echo "Remount / as read-write mode." 
mount -t ext2 -o remount,rw /dev/ram0 / 
 
# for appearing /proc/sys/dev/cdrom/info 
for module in ${PREINSMOD}; do 
    [ -f ${INITMODDIR}/${module} ] && insmod ${INITMODDIR}/${module} 
done 
 
# Enabling usb device 
enable_usbdev 
 
# Try to load modules for scsi PCI devices. 
ln -s ${FDDEV} /dev/floppy 
if grep -vq noprobe /proc/cmdline; then 
    load_modules ${INITMODDIR} 
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else 
    load_modules_manually 
fi 
 
cdrom_devs=`detect_cddev` 
echo "Found CDROM Devices = [ ${cdrom_devs} ]" 
 
mount_cdrom "${IDREGEXP}" ${cdrom_devs} 
# DMA mode is leaved away, to avoid DMA Error. 
# hdparm -d 1 /dev/cdrom 
cp -af ${CDMNTPNT}/root/etc/passwd ${CDMNTPNT}/root/etc/group /etc/ 
cp -af ${CDMNTPNT}/root/etc/*     /etc/ 
cp -af ${CDMNTPNT}/root/var/*     /var/ 
cp -af ${CDMNTPNT}/root/root/.??* /root/ 
cp -af ${CDMNTPNT}/custom_root/*  / 
rm -rf /var/lib/rpm 
 
if grep -qv noprobe /proc/cmdline; then 
    # Retry to load modules for any PCI devices. 
    load_modules ${DEFMODDIR} 
fi 
 
# I don't know why this is needed. 
modprobe vfat 
 
# for kernel only boot(when "root=*" is specified) 
num=`cat /proc/cmdline | tr " " "\n" | grep "^root=" | wc -l` 
if [ "$num" -ne "1" ]; then 
    echo "Remount root filesystem..." 
    /initrdlocal/bin/umount -f ${CDMNTPNT} 
    /initrdlocal/bin/umount -a -f 
    exit 0 
fi 
 
# for ramlinux 
if grep -q ramlinux /proc/cmdline; then 
    /initrdlocal/bin/umount -f ${CDMNTPNT} 
    echo "" 
    echo "Mount 1CD Linux onto ${CDMNTPNT}, if you wanna be happy." 
    eval /initrdlocal/bin/sh 
    /initrdlocal/bin/umount -a -f 
    echo "Now you can power off..." 
    while : ; do sleep 1000; done 
fi 
 
# for 1cd linux 
# Unmounting proc filesystem because of remounting in init. 
umount /proc 
exec /sbin/init 
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[root@ritsuka root]# mkdir Kinitrd/root/ 

[root@ritsuka root]# cd Kinitrd/root 

[root@ritsuka root]# ln -s initrdlocal/mnt/cdrom/root/bin bin 

[root@ritsuka root]# ln -s initrdlocal/mnt/cdrom/root/boot boot 

[root@ritsuka root]# ln -s initrdlocal/mnt/cdrom/root/home home 

[root@ritsuka root]# ln -s initrdlocal/mnt/cdrom/root/lib lib 

[root@ritsuka root]# ln -s initrdlocal/mnt/cdrom/root/opt opt 

[root@ritsuka root]# ln -s initrdlocal/mnt/cdrom/root/sbin sbin 

[root@ritsuka root]# ln -s initrdlocal/mnt/cdrom/root/usr usr 

[root@ritsuka ~]# cd /root/1CDLinux/ 

[root@ritsuka root]# mkdir Kinitrd/root/dev 

[root@ritsuka 1CDLinux]# cp -a Kcdrom/root/dev/* Kinitrd/root/dev/ 

[root@ritsuka 1CDLinux]# mkdir Kinitrd/root/etc 

[root@ritsuka 1CDLinux]# mkdir Kinitrd/root/initrdlocal/ 

[root@ritsuka 1CDLinux]# mkdir Kinitrd/root/initrdlocal/modules 

[root@ritsuka 1CDLinux]# mkdir Kinitrd/root/initrdlocal/modules/2.4.20-19.7 

[root@ritsuka 1CDLinux]# mkdir Kinitrd/root/mnt/ 

[root@ritsuka 1CDLinux]# mkdir Kinitrd/root/mnt/cdrom/ 

[root@ritsuka 1CDLinux]# mkdir Kinitrd/root/mnt/floppy/ 

[root@ritsuka 1CDLinux]# mkdir Kinitrd/root/proc 

[root@ritsuka 1CDLinux]# mkdir Kinitrd/root/root 

[root@ritsuka 1CDLinux]# mkdir Kinitrd/root/tmp 

[root@ritsuka 1CDLinux]# mkdir Kinitrd/root/var 

[root@ritsuka 1CDLinux]# mkdir Kinitrd/root/fastboot 

[root@ritsuka 1CDLinux]# cp /usr/share/hwdata/pcitable Kinitrd/root/initrdlocal/[root@ritsuka 1CDLinux]# cp 

/usr/share/hwdata/pci.ids Kinitrd/root/initrdlocal/ 

[root@ritsuka 1CDLinux]# cp lspci Kinitrd/root/initrdlocal/bin/ 

[root@ritsuka 1CDLinux]# vi Kinitrd/root/linuxrc 

 

[root@ritsuka 1CDLinux]# KVER24=2.4.20-19.7 

[root@ritsuka 1CDLinux]# INITRD=/tmp/initrd 

[root@ritsuka 1CDLinux]# MNTPNT=/mnt/initrd/ 

[root@ritsuka 1CDLinux]# KCDROOT=Kcdrom/root 

[root@ritsuka 1CDLinux]# SRCMODDIR24=/lib/modules/${KVER24} 

[root@ritsuka 1CDLinux]# DSTMODDIR24=/initrdlocal/modules/${KVER24} 

[root@ritsuka 1CDLinux]# ADDMODULES="cdrom.o ide-cd.o nls_cp437.o nls_iso8859-1 

o scsi_mod.o sr_mod.o usbcore.o usb-uhci.o usb-ohci.o input.o hid.o keybdev.o" 

[root@ritsuka 1CDLinux]# dd if=/dev/zero of=${INITRD} bs=1k count=16384 

16384+0 records in 

16384+0 records out 

[root@ritsuka 1CDLinux]# mke2fs -m 0 -q -F -N 16384 ${INITRD} 

[root@ritsuka 1CDLinux]# tune2fs -i 0 -c 0 ${INITRD} 

tune2fs 1.38 (30-Jun-2005) 

Setting maximal mount count to -1 

Setting interval between checks to 0 seconds 

[root@ritsuka 1CDLinux]# mount -t ext2 -o loop ${INITRD} ${MNTPNT} 

[root@ritsuka 1CDLinux]# rm ${MNTPNT}/lost+found/ -rf 

[root@ritsuka 1CDLinux]# cp -a Kinitrd/root/* ${MNTPNT} 

[root@ritsuka busybox]# make install PREFIX=${MNTPNT}/initrdlocal 

[root@ritsuka 1CDLinux]# mkdir -p "${MNTPNT}/${DSTMODDIR24}" 

 

[root@ritsuka 1CDLinux]# cat Kinitrd/root/initrdlocal/pcitable | sed -e 's/^[^"]*//g' | cut -f 1 | grep -v 

"Card:" | grep -v "vendid" | grep -v unknown | grep -vE \^\$$ | grep -vE \^\# | sort | uniq | sed -e s/\"//g 

| while read module; do srcdir24="${KCDROOT}/${SRCMODDIR24}"; dstdir24="${MNTPNT}/${DSTMODDIR24}"; 

srcmod24="`find ${srcdir24}/kernel/drivers/scsi/ -name $module.o 

-print`";dstmod24="${dstdir24}/$module.o"; if [ -f "$srcmod24" ]; then cp $srcmod24 $dstmod24; fi;done 

 

[root@ritsuka 1CDLinux]# for i in ${ADDMODULES}; do mod="`find ${KCDROOT}/${SRCMODDIR24}/kernel -name ${i}`"; 

[ -f "${mod}" ] && cp -af ${mod} ${MNTPNT}/${DSTMODDIR24}/; done 

 

[root@ritsuka 1CDLinux]# umount ${MNTPNT} 

[root@ritsuka 1CDLinux]# gzip -9c ${INITRD} > Kcdrom/isolinux/Kinitrd.img 

[root@ritsuka 1CDLinux]# rm -f ${INITRD} 
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MAKEDEV-3.3-4.i386.rpm 

SysVinit-2.84-2.i386.rpm 

ash-0.3.7-2.i386.rpm 

basesystem-7.0-2.noarch.rpm 

bash-2.05a-13.i386.rpm 

bdflush-1.5-17.i386.rpm 

binutils-2.11.93.0.2-11.i386.rpm 

bzip2-1.0.2-2.i386.rpm 

bzip2-libs-1.0.2-2.i386.rpm 

chkconfig-1.3.5-3.i386.rpm 

console-tools-19990829-40.i386.rpm 

cpio-2.4.2-26.i386.rpm 

cracklib-2.7-15.i386.rpm 

cracklib-dicts-2.7-15.i386.rpm 

cups-libs-1.1.14-15.4.i386.rpm 

cyrus-sasl-1.5.24-25.i386.rpm 

cyrus-sasl-md5-1.5.24-25.i386.rpm 

db3-3.3.11-6.i386.rpm 

dev-3.3-4.i386.rpm 

diffutils-2.7.2-5.i386.rpm 

dosfstools-2.8-1.i386.rpm 

dump-0.4b27-3.i386.rpm 

e2fsprogs-1.27-3.i386.rpm 

ed-0.2-25.i386.rpm 

file-3.39-8.7x.i386.rpm 

filesystem-2.1.6-2.noarch.rpm 

fileutils-4.1-10.i386.rpm 

findutils-4.1.7-4.i386.rpm 

ftp-0.17-13.i386.rpm 

gawk-3.1.0-4.i386.rpm 

gdbm-1.8.0-14.i386.rpm 

glib-1.2.10-5.i386.rpm 

glib2-2.0.1-2.i386.rpm 

glibc-2.2.5-43.i686.rpm 

glibc-common-2.2.5-43.i386.rpm 

grep-2.5.1-1.i386.rpm 

groff-1.17.2-12.i386.rpm 

grub-0.91-4.i386.rpm 

gzip-1.3.3-1.i386.rpm 

hdparm-4.6-1.i386.rpm 

hotplug-2002_04_01-3.i386.rpm 

hwdata-0.14.1-1.noarch.rpm 

info-4.1-1.i386.rpm 

initscripts-6.67-1.i386.rpm 

iproute-2.4.7-1.i386.rpm 

iputils-20020124-3.i386.rpm 

kernel-2.4.20-19.7.i686.rpm 

kernel-pcmcia-cs-3.1.27-18.i386.rpm 

kernel-utils-2.4-7.4.i386.rpm 

kudzu-0.99.52-1.i386.rpm 

less-358-24.i386.rpm 

libjpeg-6b-19.i386.rpm 

libpng-1.0.12-2.i386.rpm 

libstdc++-2.96-113.i386.rpm 

libtermcap-2.0.8-28.i386.rpm 

libtiff-3.5.7-2.i386.rpm 

libuser-0.50.2-1.i386.rpm 

lilo-21.4.4-14.i386.rpm 

logrotate-3.6.4-1.i386.rpm 

losetup-2.11n-12.i386.rpm 

man-1.5j-7.7x.0.i386.rpm 

mingetty-1.00-1.i386.rpm 

mkbootdisk-1.4.3-1.i386.rpm 

mkinitrd-3.3.10-1.i386.rpm 

mktemp-1.5-14.i386.rpm 

modutils-2.4.18-3.7x.i386.rpm 

mount-2.11n-12.i386.rpm 

mt-st-0.7-3.i386.rpm 

ncompress-4.2.4-28.i386.rpm 

ncurses-5.2-26.i386.rpm 

net-tools-1.60-4.i386.rpm 

newt-0.50.35-1.i386.rpm 

nkf-1.92-6.i386.rpm 

openldap-2.0.23-4.i386.rpm 

openssh-3.1p1-8.i386.rpm 

openssh-clients-3.1p1-8.i386.rpm 

openssl-0.9.6b-32.7.i686.rpm 

pam-0.75-46.7.3.i386.rpm 

passwd-0.67-1.i386.rpm 

pciutils-2.1.9-2.i386.rpm 

pcre-3.9-2.i386.rpm 

perl-5.6.1-34.99.6.i386.rpm 

popt-1.6.4-7x.18.i386.rpm 

portmap-4.0-41.i386.rpm 

procps-2.0.7-12.i386.rpm 

psmisc-20.2-3.73.i386.rpm 

pump-0.8.11-7.i386.rpm 

pwdb-0.61.2-2.i386.rpm 

quota-3.06-9.7.i386.rpm 

raidtools-1.00.2-1.3.i386.rpm 

readline-4.2a-4.i386.rpm 

redhat-release-7.3-1.noarch.rpm 

rmt-0.4b27-3.i386.rpm 

rootfiles-7.2-1.noarch.rpm 

rpm-4.0.4-7x.18.i386.rpm 

rsh-0.17-5.i386.rpm 

rsync-2.5.4-2.i386.rpm 

samba-client-2.2.7-3.7.3.i386.rpm 

samba-common-2.2.7-3.7.3.i386.rpm 

sash-3.4-11.i386.rpm 

sed-3.02-11.i386.rpm 

setserial-2.17-5.i386.rpm 

setup-2.5.12-1.noarch.rpm 

sh-utils-2.0.11-14.i386.rpm 

shadow-utils-20000902-9.7.i386.rpm 

slang-1.4.5-2.i386.rpm 

slocate-2.6-1.i386.rpm 

stat-2.5-5.i386.rpm 

sysklogd-1.4.1-8.i386.rpm 

syslinux-1.52-2.i386.rpm 

tar-1.13.25-4.i386.rpm 

tcsh-6.10-6.i386.rpm 

telnet-0.17-20.i386.rpm 

termcap-11.0.1-10.noarch.rpm 

textutils-2.0.21-1.i386.rpm 

time-1.7-16.i386.rpm 

ucd-snmp-4.2.5-7.73.0.i386.rpm 

usbutils-0.9-5.i386.rpm 

usermode-1.53-2.i386.rpm 

utempter-0.5.2-6.i386.rpm 

util-linux-2.11n-12.i386.rpm 

vim-common-6.1-2.i386.rpm 

vim-minimal-6.1-2.i386.rpm 

vixie-cron-3.0.1-64.i386.rpm 

wget-1.8.2-4.73.i386.rpm 

which-2.13-3.i386.rpm 

words-2-18.noarch.rpm 

zlib-1.1.4-8.7x.i386.rpm 
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